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1. はじめに 

従来の冬期道路の維持管理における広報の形態は、ホ

ームページへの掲載、機関紙の発行、現場見学会などで

あったが、インフラ施設では新しい取り組みとして、「イ

ンフラツーリズム」を用いた広報が行われている。 

それに伴い、冬期道路の維持管理についても新しい広

報の形であるインフラツーリズムを取り入れるべく検討

を行った。 

 

2. インフラツーリズムとは 

既存の設備や建設中の公共施設（インフラストラクチ

ャー）に実際に赴き、物見遊山的な観光では無く、設備

についての「学習」および「体験」を行う行為である。 

 

 

 

 

 

 

写真-1 インフラツーリズムの様子 

 

3. インフラツーリズムの積極的活用 

国土交通省総合政策局が、2016 年にインフラツーリズ

ムポータルサイトを開設し、日本各地のインフラツーリ

ズム対象施設について紹介を行っており、積極的なイン

フラツーリズムへの活用を促している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インフラツアーポイントガイド vol１ vol２ 

 

 

4. 広報にインフラツーリズムを用いる利点 

冬期道路維持作業の広報にインフラツーリズムを用い

た場合、以下のような利点が考えられる。 

・広範囲への広報 

現場見学会や維持機械への搭乗体験などは機会や募集す

る人員が限られているが、外部からの参加を受け付ける

ことにより、今までよりも広報の範囲が広がると考えら

れる。 

・広報機会の増加 

冬の道路管理について、今までの現場見学会など開催機

会やタイミングが限られていたが、広報へインフラツー

リズムを開催することで、広報機会の増加が見込まれる 

・冬期道路維持作業への理解が深まる 

従来の広報では、学習を主に行っていたが、インフラツ

ーリズムを利用することで学習および体験を経験する事

により、従来よりも冬期道路維持作業への理解が深まる

事が期待される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-2 インフラツーリズム実施状況 

 
5. 酒田河川国道事務所におけるインフラツーリズム 

今までの酒田河川国道事務所におけるインフラツー

リズムは、主に建設途中や完成した施設を中心に行われ

ている。 

道路関連施設としては、橋（高架橋など）、トンネル、

建設中や開通前の道路などである。 

河川関連施設としては橋（河川）、堤防、水門、堰な

どといった設備があげられる。 

*国土交通省 東北地方整備局 酒田河川国道事務所 月山国道維持出張所



酒田河川国道事務所管内では、今までのインフラツ

ーリズムはハード的な対策である「施設」を対象として

いたが、ソフト的な対策である「維持管理」を対象とし

たものは今まで無かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-3 ツアー状況（日本海沿岸東北自動車道） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-4 ツアー状況（さみだれ大堰） 

 

6. 広報へのインフラツーリズムの活用事例 

青森空港にて開催されている「ホワイトインパルス見

学ツアー」では、普段は立ち入りの制限されている空港

滑走路内で、実際の「除雪作業」を見学することができ

るツアーである。 

このツアーは、道路などのインフラ施設を対象とした

ものでは無く、空港の「除雪」を対象としたツアーであ

り、空港主催のものと民間に旅行会社主催の 2 種類が開

催されている。 

空港除雪の様子はメディアでも取り上げられるなど、

注目度も高いと思われる。 

 

7. 自治体との連携 

冬の道路管理について、インフラツーリズムを用いて

広報を行うためには、その存在をより多くの人に広く知

ってもらう必要がある。 

そのためには、当事務所単独で開催するほかに、地元

自治体と連携する事で、より多くの人への周知および広

報が可能になると考えられる。 

地元自治体と連携する際の具体的な方策として、多く

の自治体は他の自治体との間で地域間交流を行っており、

その交流事業の中に、インフラツーリズムを組み込んで

もらう事で、広報の機会が増えると考えられる。 

また、インフラツーリズムが観光として成立すれば新

たな地域活性化策になることが期待される。 

 

8. 月山国道維持出張所における実施事例 

当事務所管内で開催された事例について、以下のとお

り紹介する。 

○「雪国体験親子バスツアー」 

鶴岡市と北茨城市の交流事業の一環として、H27 およ

びH28年度に「雪国体験親子バスツアー」が開催された。 

※H29 については、大雪となる予報であったため、月山

国道が担当するイベントは行われなかった。 

このツアーは、ほとんど雪の降らない北茨城市の子供

たちに、雪国である庄内の暮らしと雪自体を体験しても

らうために鶴岡市によって企画されたものである。 

鶴岡市から地域間交流について情報提供を受け、その

中で雪国の暮らしを支える「道路の維持管理・除雪」の

学習および体験を行ってほしいと月山国道維持出張所に

協力依頼があったものである。 

ツアー内で当出張所が担当した項目は、「学習」の項目

として、道路維持管理の概要説明を行った。 

「体験」の項目としては、中台除雪ステーションの見

学（駐機スペース、凍結抑制剤積み込みスペース等）や

除雪機械への搭乗体験（ロータリー除雪車、除雪グレー



ダー）およびロータリー除雪車、雪庇処理車の 2 台によ

るデモンストレーションをおこなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-5 ステーション見学状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-6 除雪機械への搭乗体験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-7 デモンストレーション状況 

 

○「雪氷防災の研究および雪国文化に関する日中交流」 

平成30年9月6日に雪氷防災の研究および雪国文化に

関する日中交流事業の中で、中国科学院の学生を対象と

した冬期の道路維持管理に関する現場見学会が行われた。 

これは防災科学技術研究所雪氷防災研究センターから、

冬期の月山道路をどのように維持管理しているのか紹介

してほしいとの依頼がにより企画されたものである。 

維持管理の紹介については、平成 30 年 9 月 6 日に行わ

れ、「学習」の項目として、月山道路情報ターミナルにて、

月山道路の概要、冬期の降雪・積雪状況、除雪体制など

の説明を行った。 

 また、上名川除雪ステーションにて実物の除雪機械を

前にして機能や役割についての説明を行った。 

 「体験」の項目では、除雪ステーションの見学を行い、

除雪機械への搭乗体験を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-8 月山道路情報ターミナルでの説明状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-9 除雪機械前での説明状況 

 

○酒田市立第六中学校職場体験 

 平成 30 年 10 月 5 日に酒田市立第六中学校の職場体験

の一部として、月山国道出張所管内の冬期の道路維持に

ついて説明等を行った。 

この職場体験は酒田市立第六中学校ら依頼されたもの

で、職場体験は 2 日間実施され、酒田河川国道事務所管

内のインフラ設備の見学体験が行われた。 

月山国道では「学習」の項目として、月山道路情報タ



ーミナルにおいて、月山道路の概要、冬期の降雪・積

雪状況、除雪体制などの説明を行った。 

また、冬期道路の道路巡回について、実際のパトロ

ールカーを使い説明を行った。 

「体験」の項目では、上名川除雪ステーションの見

学を行い、除雪機械への搭乗体験を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-10 パトロールカーの役割について説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-11 除雪機械前での説明状況 

 

9. 参加者からの感想および自治体からの要望 

ツアー参加者へツアーの感想について聞き取りを行っ

た。また、自治体についてはツアーの感想および自治体

と国交省とが連携するメリットなどについて聞き取りを

行った。 

○参加者からの感想 

・除雪機械に乗って写真を撮ることが出来てよかった。 

・実際に動く除雪機械を見て、とても迫力があった。 

・普段は見られないところも見られてよかった。 

○開催自治体からの感想 

・ツアー内容の充実が図られた。 

・専門的な知識や設備の提供を受けることが出来る。 

・役割を分担できるため省力化が図られた。 

○要望等について 

・気象条件によらない内容、構成。 

・小学生等を対象とした学習内容。 

 

10. 学習および体験について 

開催事例から冬期道路の維持管理の広報へインフラツ

ーリズムを用いる場合、以下の項目が必要と考えられる。 

○学習のポイント 

・専門用語を出来るだけ排除し、わかりやすく説明 

従来の資料は、比較的知識があることを前提として作

られているため、資料から専門用語などを排除しわか

りやすいものを作成する必要がある。 

・映像や実物を使った事例紹介 

説明文だけではイメージしにくいものもあるため、実

際の作業の様子を動画で上映したり、実物を触れる状

態で展示する。 

・除雪作業のポイントなどの紹介 

実際の除雪作業で気をつけていることや、大変なポイ

ントなど、作業員が感じている事を盛り込む。 

○体験のポイント 

・実際の除雪機械の作業を見学・体験してもらう。 

実際の除雪作業を安全の確保された場所で実際に体験

してもらう。 

・除雪機械へ実際に搭乗してもらう。 

普段は乗る機会の無い機械に実際に搭乗してもらう。 

・除雪ステーション等の見学・体験してもらう。 

除雪ステーションの格納庫など、普段は立入出来ない

場所へ入り、見学・体験をしてもらう 

 

11. おわりに 

従来の広報や見学会では、対象に比較的知識があるこ

とを前提としていたが、誰にでもわかりやすい資料作り

が必要であった。 

また、体験についても見学するだけで無く実際に体験

出来る項目が必要である。 

自治体との連携事例から判明した感想・需要および自

治体からの要望を踏まえ、今後も広報内容等に改良を加

え自治体と連携したインフラツーリズムを利用した広報

のあり方について今後も検討していきたい。 


